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第２号様式 

令和４年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課： 健康福祉部 子育て支援課 

施 設 名  三沢市立松原児童センター 

指 定 管理 者 名  社会福祉法人 三沢市社会福祉協議会 

指 定 期 間  平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

 

利用児童数 

(登録児童) 

 

    13，509人 

 

14，215人 

新型コロナ感染予防対策を継続の

中、登録児童数が、昨年より少なく

なったため利用人数が、706人の減

となりました。 

 

利用者数 

（登録外利用） 

 

        404人 

 

225人 

新型コロナ感染予防対策の中、保

護者会の活動も少しずつ始めたり、

小学校の校外学習での立ち寄りな

どがあり、179人の増となりました。 

合計     13，913人 14，440人        527人の減 

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額（千円） 

指定管理料・障害児受入 １５，１２７ 人件費 １３，２６３ 

利用料金 ３，１０８  事業費 １，８１１ 

  補助金等(処遇改善他) １，２５３ 事務費 １，６４２ 

雑収入 ９    その他 1，３００ 

合計（①） １９，４９７ 合計（②） １８，０１６ 

  収支差額（①－②） １，４８１ 

 

３．総合評価に対するコメント 

指定管理者 

昨年に引き続き、新型コロナ感染予防対策として、遊戯室にもテーブルを並べ、座

って活動出来る場所としました。密を避ける工夫をしながら、少しずつ行事や製作クラ

ブ等行いました。安全確保のため、換気、手洗い・消毒・マスクの着用を徹底するよう

に、その都度児童への指導を行いました。 

運営面は、地域のボランティアや隣接の老人施設への訪問はできませんでした

が、昨年同様児童が作った作品を代表者が直接手渡しすることができました。ハロウ

ィンには老人施設のお年寄りの方数名が、お菓子をもって児童館を訪問してくれまし

た。 

また、予算は協定に基づき適正に収支いたしました。 

 

施設担当課 

. 新型コロナウイルス感染予防を徹底しながら工夫して行事等を行い、適切に管理運

営されています。子供たちが行事を楽しんでいたとの声が多く、内容の充実さがうか

がえます。 

アンケート調査で出ている要望・意見等を取り入れ改善することで、更により良い施

設運営を期待します。 
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４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 Ｓ Ｓ 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 Ａ Ａ 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 Ａ Ａ 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 Ａ Ａ 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 Ａ Ａ 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 Ａ Ａ 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 Ａ Ａ 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 Ａ Ａ 

外部委託の内容は適切であるか。 Ａ Ａ 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

修繕は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 Ａ Ａ 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 Ａ Ａ 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 Ａ Ａ 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 Ａ Ａ 

総合評価 A Ａ 

 

※総括評価シート区分 

 
①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等の沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 
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令和４年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課：  健康福祉部 子育て支援課 

施 設 名 三沢市立 木崎野児童クラブ 

指 定 管理 者 名 社会福祉法人 三沢市社会福祉協議会 

指 定 期 間 平成31年4月1日～令和６年3月31日 （5年間） 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

利用児童数 

(登録児童) 
１０，６００人 ９，４８５人 

登録児童数が昨年度より10人程多

い事と平日の利用数が多かったこ

とが増加につながった 

利用者数 

（登録外利用） 
４０９人 ４４０人 

コロナの影響により近隣住民との

交流事業を中止した事と入館前の

施設見学を実施しなかった為前年

度より若干少ない数値となった。 

合計数 １１，００９人 ９，９２５人 前年と比較し１，０８４人の増加 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額（千円） 

指定管理料・障害児受入 １２，３６３ 人件費 １２，９２２ 

利用料金 ２，４３６ 事業費 １，５４３ 

  補助金等(処遇改善他) １，２８１ 事務費 １，２５９ 

原子力給付金 ９   

合計（①） １６，０８９ 合計（②） １５，７２４ 

 収支差額（①－②） ３６５ 

 

３．総合評価に対するコメント 

指定管理者 

今年度も木崎野児童クラブの自主事業である「きざきの祭」は中止となったが、子

ども達に「地域の方にきざきの祭が今年は出来ないけれど、来年こそ是非やりましょ

うね」という内容の手紙を書くことを伝えたところ、夏の工作クラブでタイダイ染のバッ

グも一緒にプレゼントしたらどうかと提案があり、手作りのプレゼントをすることになっ

た。プレゼントの意見が子ども達から自主的に出たことに児童の成長を感じ、同時に

地域の方と子ども達の距離が近くなっていることを嬉しく思った。地域の方から後日お

礼の手紙が届き、思いがけない出来事に一同感激した。 

工作クラブは、6回実施。製作期間は2週間で、じっくりと少人数で取り組んだ。タイ

ダイ染めバッグの他、七夕・クリスマス・干支飾りなど季節にマッチした作品ができあ

がった。 

農園クラブも子ども達に浸透してきたようで２・３年生が率先して手入れをしてくれたお

かげで沢山収穫することができた。料理クラブは今年度中止したので収穫した野菜は

各家庭に持ち帰った。 

10月にはニュースポーツの「ボッチャ」を体験し11月からは月2回地域の方にお越しい
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ただき「ボッチャ教室」を開催している。未体験のスポーツに子ども達も興味津々で説

明を聞きルールを覚えながら楽しんでる。 

「チャレラン大会」は5月、「ミニミニ縁日」は夏休みに、「おたのしみ会」と「修了お別

れ会」も例年通りおこなった。 

令和４年度は自粛している行事もあったが少しずつ新しい行事も取り入れて楽しむこ

とができた1年だった。 

施設担当課 アンケート調査から和やかな雰囲気づくりができていて、児童の楽しい放課後の居

場所となっていることがわかります。地域交流事業を通して地域の方との距離も縮ま

り、地域交流の活性化に繋がっているといえます。 

今後も子供たちにとって楽しい場所となるよう児童が満足いく施設運営を継続して

いただきたいです。 
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４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 Ｓ Ｓ 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 Ａ Ａ 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 Ｓ Ｓ 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 Ｓ Ｓ 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 Ｓ Ｓ 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 Ａ Ａ 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 Ａ Ａ 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 Ｓ Ｓ 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 Ａ Ａ 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 Ｓ Ｓ 

外部委託の内容は適切であるか。 Ａ Ａ 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 Ｓ Ｓ 

修繕は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 Ａ Ａ 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 Ａ Ａ 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 Ａ Ａ 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 Ｓ Ｓ 

総合評価 A Ａ 

 

※総括評価シート区分 

 

 

 

①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等に沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 

 


